
 

 

 

 

 

 
「ICT 活用推進モデル校」に指定されました  ～ 県教委が県内７校を指定 ～ 

令和５年度の１年間、本校は県教育委員会から「ICT活用推進モデル校」の研究指定を受け、ICTを

活用した効果的な学習方法や指導方法等について、実践的に研究を進めていくことになりました。 

 

 

 

 

 

  
本校では、令和３年１月に児童一人１台のタブレット PCが配付され、昨年度まではとにかく、教師が

子どもたちにタブレット PCを使わせる「教師が主語」となる取組を進めてきました。今年の研究は、さ

らに一歩踏み込んで、子どもたちが考えながらタブレット PC を活用し、子どもたち

同士が積極的につながるような「子どもが主語」となる取組を進めて行く予定です。 

ありがたいことに、本町では昨年度末に全ての教室の大型モニターが 42型から

65 型に入れ替わり、デジタル教科書や子どもたちが入力した PC 画面等の文字が

とても見やすくなりました。また、家でもタブレット PCが長時間使用できるように、

充電コードを一人１個ずつ購入していただいています。今年は、高学年から順次タブレット PCの持ち帰

りも進めていく予定です。今夏は、タブレット PCを使った夏休みの宿題も出されるかもしれません… 

モデル校の役割として、本校の研究の成果を広く県内の学校に発信・普及することが求められてい

るため、今年の 12月 15 日（金）に、町内の全教職員及び県内の希望する教職員を対象とした授業公

開を本校で開催する予定です。授業公開で活躍する児童の姿と職員の姿が、今から目に浮かびます。 

保護者同士のつながりも取り戻しましょう   ～ ＰＴＡ活動の再スタート ～ 

 今年度最初の参観日（４月 16日）では、４年ぶりに PTA総会と学級役員決めを行うことができました。

今回、通常に戻すことができ、顔を合わせて話ができるありがたさや膝を付き合わせて話ができる大

切さを、誰もが感じられたのではないでしょうか。地区選出及び学級選出専門委員会も通常どおり行

われ、これからＰＴＡ活動も少しずつ本来の形に戻っていくとは思いますが、子どものための活動に

止めるのではなく、保護者同士のつながりや仲間づくりも意識した face to faceの PTA活動が展開さ

れることを期待しています。そして何より、保護者自身が楽しんで活動することが大事だと思います。 

「町内一斉避難訓練」に親子で参加を   ～ ■の防災意識 ＝ ◆の防災意識 ～ 

本校の重点的な取組の一つに「防災教育の充実」があります。海岸線に立地する学校として、そして

そこに住み続ける住民である限り、他の地域よりも「防災意識」を高めていく必要があり、子どもの頃

からしっかりとその対策や訓練に向き合ってほしいと思っています。そのためには、保護

者の協力が何より必要です。保護者が参加しないのに、小学生の子どもだけが訓練に参加

するという家庭は稀（まれ）だと思っています。わずか３０分程度で終わる訓練ですので、

親子で訓練に参加することで「自分の命は自分で守る」ことを我が子に伝えてください！ 

「子は親の鏡、親は子の鑑」、つまり「親の防災意 

識＝子の防災意識」だと思います… 

◆訓練の日時：５月２８日（日）９時 ～ ９時３０分 

◆避 難 場 所：近くの高台や地域で指定された避難所  
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【研究の目的】 
 GIGAスクール構想の実現に向けて、ICTを活用した授業の在り方等、教員の ICT活 
用指導力の向上とこれからの時代を生き抜く子どもたちの情報活用能力の育成を図る 
ために、ICT活用推進教員を中心に ICT活用に係る実践的研究を行います。 
※ ICT活用推進教員・・・本校は、岩下 明弘 教諭です。全学級で、ICTを活用した授業支援を行います。 
【目指す児童の姿】 
 タブレット PCを、（ノートや筆記用具等と同じような）文房具の一つとして日常的に使いこなし、学習の理解を一層深める。 

○役場総務課から、子どもたちへの宿題として、訓練の
「振り返りシート」が配付されるそうです。 

○当日都合が合わない場合には、別の日に家族で避難場所
や避難ルートについて話し合ったり、実際に家族で避難
場所を確認しに行ってみたりするといいと思います。 


